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10 月は「３Ｒ推進月間」10 月は「３Ｒ推進月間」
　「食品ロス削減月間」です　「食品ロス削減月間」です

■問い合わせ■問い合わせ

本庁生活環境課生活衛生係本庁生活環境課生活衛生係

（（☎☎34-2341）34-2341）

◎３
スリー

Ｒ
アール

でごみを減らそう

◎生ごみの４割が食品ロス

　食品ロスとは、食べられずに捨てられた食品のことです。国内では１年間に

約 600 万トンもの食品ロスが発生しています。市の実態調査では、家庭から排出

された生ごみのうち、約４割が食品ロスであることが分かっています。

　食品ロスの削減には、一人一人が食品を無駄にしないという意識を持ち、

「買いすぎない、作りすぎない」ことが大切です。

◎「消費期限」と「賞味期限」の違い

　食品の期限表示は、消費期限と賞味期限の２種類があります。いずれも開封していない状態で、表示されてい

る保存方法で保存した場合の期限が表示されています。

　食品ロスを減らすために、この２つの違いを正しく認

識することが大切です。

▼消費期限…過ぎたら食べない方がよい期限

▼賞味期限…おいしく食べることができる期限

　賞味期限が過ぎてもすぐに廃棄せずに、においなどに

よって自分で食べられるかどうかを判断することも大切

です。

　市内の昨年度の家庭ごみの排出量は 21,461トンで、２年前より 1,000トン以上も増加しています。ごみの焼却・

埋め立てによる環境負荷を減らし、住みよい環境を維持していくため、３Ｒを意識して限りある資源を有効

に活用しましょう。

　「減らす、少なくする」という意味で、

ごみを出さないことです。ごみにつなが

る物を家庭に持ち込まないための、普段

の暮らしの中でのちょっとした心掛けが

リデュースにつながります。

ｅｄｕｃｅ

　一度使った物を繰り返し使うという意

味です。自分では必要のないものでも、

必要とする人がいるかもしれません。ご

みに出す前に考えてみましょう。

ｅｕｓｅ

●買い物はマイバックを持参してレジ袋を減らす

●過剰包装や不要な割り箸、おしぼりなどを断る

●食べ物は残さず食べる。食べ切れる分だけ買う・作る

●使い捨て商品の使用を控え、詰め替え用品を使う

●生ごみは水切りをする。生ごみ処理機を利用する

※生ごみ処理機の購入補助制度があります。詳しくは

お問い合わせください

●修理して長く大事に使う

●フリーマーケットやリサイクルショップを利用する

●必要としている人に譲る

●新しい使い方を考える（例：着られない服を雑巾に

する。広告の裏をメモ用紙にするなど）

リデュース

リユース

　再び資源として利用するという意味で

す。ごみに混ぜれば処分されるだけです

が、分別すれば資源として有効利用され、

ごみの減量にもつながります。

ｅｃｙｃｌｅ

●資源を正しく、きれいに分別する

●不要になった小型家電は、各地区センターに設置し

ている回収ボックスに入れる

※資源物の集団回収に対する奨励金制度があります。

詳しくはお問い合わせください

リサイクル

ごみとして捨てられた食品

Ｒ
県３Ｒ推進キャラクター

Ｒ

Ｒ

11（2021.10）

８月 25 日 ９月５日

９月 19 日 ９月 28 日

イベントイベント 市　政市　政

イベントイベント イベントイベント

シャキシャキレタス　
おいしいね

２年ぶりの総合防災訓練
有事に備え対応を確認

郷土の誇りに　
さらなるエール

前沢牛まつり　
ドライブスルー方式で

高校生の視点から
持続可能な社会を考察

　８月 31 日の「野菜の日」にちなみ、

前沢保育所「あおぞら園」で食育教

室が開かれました。㈲那須野製作所

の那須野俊章社長が、水沢工場で水

耕栽培しているフリルレタス「箱入

り娘」の生産過程を紹介。給食に合

わせてレタスが出されると、園児た

ちは「シャキシャキしておいしい」

と言いながら頬張っていました。

　市では、河川の氾濫に続き大地

震が発生するという想定で、総合防

災訓練を行いました。感染拡大の影

響で２年ぶりの開催となりましたが、

市民は参加せず職員のみで実施。携

帯電話などへの緊急速報メールの送

信や災害本部と災害現場の中継テス

トなどを行い、非常事態に備え情

報発信の手順などを確認しました。

　市は、大谷翔平選手のエンゼルス

入団会見時にスタジアムに掲げら

れた懸垂幕のお披露目を行いまし

た。懸垂幕は、「郷土の誇りにして

ほしい」と、ＭＬＢ公式オークショ

ンで落札した川崎市在住の田中栄一

さんより寄贈いただいたもの。長さ

約 10 ㍍の懸垂幕が、大谷選手のさ

らなる活躍を見守ります。

　新型コロナウイルスの感染拡大防

止のため、第 37 回前沢牛まつりが

ドライブスルー方式で開かれました。

事前に牛肉引換券を購入した人たち

が前沢ふれあいセンターを訪れ、検

温などの後、車に乗ったまま前沢牛

を受け取りました。市特産品が当た

るお楽しみ抽選会も行われ、当選者

は顔をほころばせていました。

　水沢商業高校で「Ｓ
エスディージーズ

ＤＧｓ」に関

する学習会が開催されました。生徒

たちは、はじめにフードロス削減や

リサイクルなど身近にあるＳＤＧｓ

について学習。その後グループに分

かれ、ＳＤＧｓについて学ぶカード

ゲームに挑戦しました。生徒たちは

意見を出し合いながら、持続可能な

社会について理解を深めていました。

イベントイベント

イベントイベント

水沢一高「狂武士」が　
最優秀賞を獲得

　水沢第一高校軽音楽部のバンド

「狂
くる

武
ぶ

士
し

」は、県高等学校総合文化

祭の軽音楽発表会に出場し、同校初

となる最優秀賞に輝きました。狂武

士は１～３年の男子生徒４人で構成

されるロックバンド。メンバーが作

曲したラブソング「夏が散って咲く」

を披露し、最高の演奏と歌唱で全国

大会への切符をつかみました。

８月 31 日

９月 17 日

（写真は水沢一高提供）


